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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 48,747 △4.4 18 ― 16 ― 91 ―

22年3月期第2四半期 51,023 3.0 △219 ― △224 ― △306 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 6.51 ―

22年3月期第2四半期 △27.24 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 19,547 3,900 19.7 274.40
22年3月期 21,733 3,811 17.4 268.09

（参考） 自己資本  23年3月期第2四半期  3,860百万円 22年3月期  3,772百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00

23年3月期 
（予想）

― 0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 86,500 △9.9 50 ― 10 ― 60 ― 4.26

wyoshimura
画像



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法
に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四
半期決算短信（添付資料）３ページ「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】３ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 14,092,913株 22年3月期 14,092,913株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q 22,472株 22年3月期 22,460株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 14,070,447株 22年3月期2Q 11,271,658株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、設備投資の持ち直しなどの改善の兆しが見られるものの、依然厳

しい雇用情勢や個人消費の伸び悩みに加え、株安や急激な円高などにより、回復基調にあった国内景気の先行きに不透

明さを残しております。 

当社グループを取り巻く経営環境は、国内レジャー・エンタテインメント市場においては、全体としては、ほぼ横ば

いの状況で推移しておりますが、第２四半期に入り、音楽ジャンルでのチケット販売が前年同期を上回るなど、回復の

兆しも一部見られております。 

そのような状況下、不採算事業の整理などの構造改革やコスト削減を着実に進め、その結果が業績に貢献するととも

に、大型興行のチケット販売が好調であったこと、出版においてもヒット商品となる不定刊誌の刊行があったこと等に

より、当社グループの第２四半期累計期間の業績は、売上高・営業利益・経常利益・四半期純利益とも期初予想を上回

る結果となりました。 

 セグメント別の営業概況は、次のとおりであります。 

[ライブ・エンタテインメント関連事業] 

「ファミリーマート」とのチケット販売終了に伴う一時的な影響がありましたが、インターネット販売においては、

引き続き、お客様の利便性や購買行動の促進を図り、「ぴあ会員」（平成22年9月末777万人）も順調に拡大しておりま

す。加えて、第２四半期に入り、大型興行（「a-nation」、「X-JAPAN」、韓流イベント等）のチケット販売が好調に

推移したこと等により、収益の拡大が図れました。また、セブン＆アイグループとのアライアンスにおいては、全国の

「セブン-イレブン」店舗で６月１日より、インターネットや電話にて購入・予約したチケットの引取りサービスを開

始し、順調に推移しております。その結果、売上高は461億40百万円、営業利益は３億61百万円となりました。 

[メディア・コンテンツ事業] 

 依然として出版販売や広告出稿が厳しい状況にある中で、引き続き、編集・製作コストの削減や配本の効率化による

収益性の改善を図るとともに、人気キャラクターを特集した不定刊誌「ポケモンぴあ」を刊行し、ヒット商品となりま

した。その結果、売上高は25億30百万円、営業利益は41百万円となりました。 

  

以上の結果、当社グループの第２四半期連結累計期間の業績は、連結売上高487億47百万円(対前年同期比95.5％)、

営業利益18百万円(対前年同期比２億38百万円良化)、経常利益16百万円(対前年同期比２億40百万円良化)、四半期純利

益91百万円(対前年同期比３億98百万円良化)となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況  

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は195億47百万円となり、前連結会計年度末と比較して21億86百万円

減少いたしました。流動資産は147億15百万円（前連結会計年度末比17億67百万円減）となりました。変動の主なも

のは、受取手形及び売掛金の減少（同22億84百万円）であります。また、固定資産は48億32百万円（前連結会計年度

末比４億18百万円減）となりました。 

 負債は156億46百万円となり、前連結会計年度末と比較して22億74百万円減少いたしました。流動負債は145億47百

万円（前連結会計年度末比20億３百万円減）となりました。変動の主なものは、買掛金の減少（同19億43百万円）で

あります。固定負債は10億99百万円（前連結会計年度末比２億71百万円減）となりました。変動の主なものは、長期

借入金の減少（同３億６百万円）であります。 

 純資産は、39億円となり、前連結会計年度末と比較して88百万円増加いたしました。これは、四半期純利益の計上

による利益剰余金の増加（前連結会計年度末比91百万円増）によるものであります。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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 ②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比較して51百万円減少し、当第２

四半期連結会計期間末は53億40百万円となりました。  

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。   

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

 営業活動によるキャッシュ・フローは、５億円の収入（前年同四半期は10億41百万円の支出）となりました。この

主要因は、売上債権の減少が22億84百万円、仕入債務の減少が19億43百万円及び減価償却費が６億78百万円であった

ことによるものであります。    

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、２億22百万円の支出（前年同四半期は４億29百万円の支出）となりまし

た。この主要因は、無形固定資産の取得による４億26百万円、投資有価証券の売却による収入１億65百万円及び長期

貸付金の回収による収入51百万円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、３億29百万円の支出（前年同四半期は４億78百万円の支出）となりまし

た。この主要因は、長期借入金の返済による支出３億28百万円によるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月期の業績予想につきましては、今後の経済環境に先行き不透明感があることをふまえ前回公表の予想

数値に変更はございません。 

 今後につきましても、当社グループの中長期的な成長の基盤となるセブン＆アイグループとのアライアンスにおい

て、11月９日より店頭マルチコピー機を活用したチケットの直接販売サービスも開始するなど、売上拡大・収益性改

善に向けた様々な施策を実施してまいります。  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。  

２．固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によ

っております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

・会計処理基準に関する事項の変更 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益は250千円、税金等調整前四半期純利益は

13,248千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は15,000千円でありま

す。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

当社グループには、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存

在しておりますが、これは、当第２四半期連結累計期間においては、前期に比して業績は改善傾向にはあるものの、ま

だ磐石なものとは言えないためであります。 

当社グループでは、赤字基調からの脱却を経営の最優先課題としまして、子会社でありますぴあ総合研究所㈱の事業

休止、「ぴあ中部版」の休刊等不採算事業の整理や役員報酬を含む人件費や管理部門の経費等のコスト削減を計画通り

に断行いたしました。加えて昨年12月に実施しましたセブン＆アイグループとの資本・業務提携により、同グループの

販売網を生かしたチケットサービスが６月より開始されております。 

このような背景のもと、想定以上の業績改善が図れており、今後も11月にはセブンイレブン店舗での直接チケット販

売が予定通り開始される等、計画通りに業績改善を図れると見込んでいます。 

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,340,534 5,392,448

受取手形及び売掛金 8,149,466 10,433,507

商品及び製品 63,096 72,435

仕掛品 5,920 1,427

原材料及び貯蔵品 5,800 5,928

その他 1,175,898 609,003

貸倒引当金 △25,649 △32,166

流動資産合計 14,715,067 16,482,584

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 19,868 19,255

工具、器具及び備品（純額） 30,520 31,168

土地 6,240 6,240

その他（純額） 11,573 7,055

有形固定資産合計 68,203 63,718

無形固定資産   

のれん 13,462 4,065

ソフトウエア 3,470,936 3,919,151

ソフトウエア仮勘定 111,386 64,530

その他 62,310 62,703

無形固定資産合計 3,658,095 4,050,450

投資その他の資産   

投資有価証券 331,906 373,548

その他 1,147,551 1,189,981

貸倒引当金 △373,725 △427,121

投資その他の資産合計 1,105,732 1,136,408

固定資産合計 4,832,030 5,250,577

資産合計 19,547,097 21,733,162

4



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 12,047,406 13,991,009

1年内返済予定の長期借入金 612,000 634,800

未払金 608,448 1,009,727

未払法人税等 24,686 40,008

賞与引当金 4,249 5,231

返品調整引当金 247,000 278,000

その他 1,003,756 592,490

流動負債合計 14,547,547 16,551,265

固定負債   

長期借入金 602,000 908,000

退職給付引当金 58,861 54,239

役員退職慰労引当金 100,530 100,530

資産除去債務 15,000 －

その他 322,697 307,557

固定負債合計 1,099,090 1,370,327

負債合計 15,646,637 17,921,593

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,239,158 5,939,158

資本剰余金 402,670 4,397,624

利益剰余金 △698,580 △6,485,179

自己株式 △61,356 △61,344

株主資本合計 3,881,891 3,790,259

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,690 4,438

為替換算調整勘定 △22,614 △22,509

評価・換算差額等合計 △20,923 △18,070

少数株主持分 39,492 39,380

純資産合計 3,900,460 3,811,568

負債純資産合計 19,547,097 21,733,162
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 51,023,900 48,747,905

売上原価 46,801,270 44,873,053

売上総利益 4,222,630 3,874,851

返品調整引当金戻入額 313,000 278,000

返品調整引当金繰入額 203,000 247,000

差引売上総利益 4,332,630 3,905,851

販売費及び一般管理費 4,551,983 3,886,966

営業利益又は営業損失（△） △219,352 18,885

営業外収益   

受取利息 694 342

受取配当金 2,280 3,137

持分法による投資利益 19,929 8,602

その他 6,141 5,453

営業外収益合計 29,046 17,536

営業外費用   

支払利息 25,694 16,852

その他 8,038 2,702

営業外費用合計 33,733 19,554

経常利益又は経常損失（△） △224,039 16,866

特別利益   

投資有価証券売却益 － 134,329

貸倒引当金戻入額 3,000 58,970

その他 － 1,000

特別利益合計 3,000 194,300

特別損失   

固定資産除却損 532 67

投資有価証券評価損 35,763 12,735

事務所移転費用 15,300 －

特別退職金 － 34,435

業務委託契約解約違約金 － 48,987

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 12,997

その他 9,151 －

特別損失合計 60,748 109,223

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△281,787 101,944

法人税、住民税及び事業税 23,801 9,294

法人税等調整額 △495 892

法人税等合計 23,306 10,187

少数株主損益調整前四半期純利益 － 91,757

少数株主利益 1,902 112

四半期純利益又は四半期純損失（△） △306,995 91,644
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（第２四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 23,982,271 25,342,108

売上原価 21,783,931 23,389,249

売上総利益 2,198,340 1,952,858

返品調整引当金繰入差額 6,000 △11,000

差引売上総利益 2,192,340 1,963,858

販売費及び一般管理費 2,234,478 1,887,705

営業利益又は営業損失（△） △42,138 76,153

営業外収益   

受取利息 508 275

受取配当金 710 1,459

役員退職慰労引当金戻入額 4,055 －

払戻金収入 4,298 －

持分法による投資利益 6,412 2,263

その他 960 3,811

営業外収益合計 16,945 7,809

営業外費用   

支払利息 12,472 8,008

支払手数料 5,000 －

その他 913 249

営業外費用合計 18,386 8,258

経常利益又は経常損失（△） △43,579 75,704

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 9,219

特別利益合計 － 9,219

特別損失   

固定資産除却損 140 32

投資有価証券評価損 － 11,335

業務委託契約解約違約金 － 110

特別損失合計 140 11,478

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△43,720 73,445

法人税、住民税及び事業税 13,541 2,225

法人税等調整額 △658 1,413

法人税等合計 12,883 3,638

少数株主損益調整前四半期純利益 － 69,807

少数株主利益又は少数株主損失（△） 1,000 △6

四半期純利益又は四半期純損失（△） △57,605 69,813
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△281,787 101,944

減価償却費 655,122 678,955

のれん償却額 5,876 1,080

退職給付引当金の増減額（△は減少） 25,968 4,622

特別退職金 － 34,435

受取利息及び受取配当金 △2,974 △3,479

支払利息 25,694 16,852

投資有価証券評価損 35,763 12,735

投資有価証券売却損益（△は益） － △134,329

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 12,997

事務所移転費用 15,300 －

有形及び無形固定資産除却損 532 67

業務委託契約解約違約金 － 48,987

売上債権の増減額（△は増加） 2,491,986 2,284,040

たな卸資産の増減額（△は増加） 12,780 4,974

仕入債務の増減額（△は減少） △3,775,157 △1,943,602

未払金の増減額（△は減少） △278,925 △293,244

前受金の増減額（△は減少） － 393,602

その他 90,499 △656,432

小計 △979,320 564,206

利息及び配当金の受取額 3,717 4,229

利息の支払額 △25,797 △16,667

特別退職金の支払額 － △34,435

法人税等の支払額 △40,423 △17,815

法人税等の還付額 － 909

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,041,824 500,427

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 100,000 －

長期貸付金の回収による収入 － 51,385

有形固定資産の取得による支出 △7,559 －

無形固定資産の取得による支出 △389,943 △426,392

投資有価証券の売却による収入 30,000 165,678

長期前払費用の取得による支出 △145,000 －

その他 △17,133 △13,072

投資活動によるキャッシュ・フロー △429,636 △222,401

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △456,400 △328,800

社債の償還による支出 △20,000 －

自己株式の取得による支出 △16 △11

その他 △1,790 △772

財務活動によるキャッシュ・フロー △478,206 △329,584

現金及び現金同等物に係る換算差額 △7,089 △355

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,956,756 △51,914

現金及び現金同等物の期首残高 5,853,783 5,392,448

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,897,026 5,340,534
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 該当事項はありません。  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

 前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 本邦の売上高の金額は、全セグメントの売上高の合計額に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント

情報の記載を省略しております。 

  

〔海外売上高〕 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

〔セグメント情報〕  

１．報告セグメントの概要 

  当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

  当社は、全社としてレジャー・エンタテインメント領域において事業を行っており、主にチケットの仕入

販売及び付随する事業を行っている「ライブ・エンタテインメント関連事業」と、主にメディア販売・広

告・情報サービス事業を行っている「メディア・コンテンツ事業」を報告セグメントとしております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

 当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

  （単位：千円）

  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
チケット事業 
（千円） 

出版事業 
（千円） 

情報サービス他
事業 

（千円） 
計（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高             

(1)外部顧客に 

  対する売上高   
 47,599,211  1,907,462  1,517,227  51,023,900  －  51,023,900

(2)セグメント間の 

  内部売上高又は 

  振替高   

 60  6  27,028  27,094 （27,094）  －

    計   47,599,271  1,907,469  1,544,255  51,050,995 （27,094） 51,023,900

営業利益又は営業

損失(△) 
 297,639  64,505  216,223  578,367 （797,720）  △219,352

  

 報告セグメント    

合計  

  
ラ イ ブ ・ エ ン タ

テインメント関連事業

メ デ ィ ア ・ 

コ ン テ ン ツ 事 業 

 売上高 

 （１）外部顧客に対する売上高 

 （２）セグメント間の内部売上高  

    又は振替高 

           

  

            

46,140,897

－

   

           

  

              

2,530,392

－

   

         

  

               

48,671,290

－

 計           46,140,897            2,530,392          48,671,290

 セグメント利益              361,130               41,739            402,870
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３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の 

 主な内容（差異調整に関する事項）  

                                （単位：千円） 

 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

   

（追加情報） 

  第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

 当社は、平成22年７月29日付で資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分を行いました。この結果、

当第２四半期連結会計期間において資本金が1,700,000千円、資本剰余金が3,994,954千円それぞれ減少し、利益剰

余金が5,694,954千円増加しております。 

 以上の結果、当第２四半期連結会計期間末における資本金は4,239,158千円、資本剰余金は402,670千円となって

おります。 

  なお、株主資本合計金額には、著しい変動はありません。  

  

利益 金額 

 報告セグメント計 

 「その他」の区分損益  

 全社費用（注） 

          

            

           

402,870

23,771

△407,757

 四半期連結損益計算書の営業利益             18,885

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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